
六
月
十
七
日
（
土

、
今
年
度
も
鹿
児
島
大
学
，

）

宮
崎
大
学
を
は
じ
め
十
二
大
学
か
ら
二
十
名
の
講
師

の
先
生
を
迎
え
て
、
二
・
三
年
対
象
に
出
前
授
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
事
前
に
講
義
テ
ー
マ

を
参
考
に
希
望
し
た
講
座
を
一
講
座
二
十
名
か
ら
四

十
名
で
受
講
し
ま
し
た
。

大
学
の
学
部･

学
科
の
説
明
の
あ
と
、
六
十
分
間

の
講
義
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は

『
万
引
き

、

は
泥
棒
の
は
じ
ま
り
？
少
年
の
非
行
と
犯
罪
』

志

(

、

學
館
大
学
法
学
部
法
律
学
科

藤
吉
和
史
助
教
授)

『
ゲ
ー
ム
理
論
の
は
な
し
ー
君
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

見
破
れ
る
か
！

（
鹿
児
島
大
学
工
学
部
情
報
工
学

』

科

二
宮
公
紀
助
教
授
）
な
ど
様
々
な
分
野
に
及
び

専
門
的
な
内
容
の
講
座
で
し
た
。
中
に
は
、
電
気
刺

激
装
置
を
持
参
さ
れ
、
実
際
に
神
経
に
刺
激
を
与
え

て
指
を
動
か
す
と
い
う
実
験
を
生
徒
を
巻
き
込
ん
で

さ
れ
た
り
、
那
須
与
一
の
「
扇
の
的
」
の
解
説
に
扇

子
や
矢
を
持
参
さ
れ
た
り
と
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
授

業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
各
講
座
と
も
、
各
講
師
の

熱
意
あ
ふ
れ
る
講
義
と
生
徒
の
真
剣
な
態
度
が
相
ま

っ
て
校
内
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
漂
よ
い
ま

し
た
。
講
師
の
先
生
方
の
中
に
は
，
生
徒
の
熱
い
ま

な
ざ
し
に
つ
い
つ
い
時
間
を
超
過
し
て
し
ま
っ
た
と

語
る
方
も
お
ら
れ
、
生
徒
の
反
応
も
よ
か
っ
た
よ
う

で
す
。

※
生
徒
の
感
想

三
年
女
子

「
ヒ
ッ
ト
の
裏
に

(
)

仕
掛
あ
り
」
経
営
の
講
座
受
講

『
今
日
の
出
前
授
業
を
受
講
し
て
，
経
営
学
部
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
グ
と
い
う
科
目
に
つ
い
て
、
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
ま
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い

う
名
前
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
詳
し
い
内
容

は
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
。
ま
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
つ
い
て

の
話
で
、
客
に
衝
動
買
い
を
さ
せ
る
た
め
の
商
品
の

配
置
に
つ
い
て
の
話
に
と
て
も
納
得
し
た
。
お
弁
当

と
清
涼
飲
料
水
を
離
し
て
奥
に
配
置
す
る
と
，
奥
ま

で
客
が
入
り
，
店
の
中
を
一
周
す
る
よ
う
に
な
り
、

買
う
必
要
の
な
い
商
品
に
ま
で
目
を
向
け
る
可
能
性

が
高
く
な
る
。
私
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、

必
要
の
な
い
お
菓
子
な
ど
を
つ
い
買
っ
て
し
ま
っ
た

経
験
は
何
度
も
あ
る
の
で
、
商
品
の
配
置
に
き
ち
ん

と
し
た
意
味
が
あ
り
、
そ
う
い
う
仕
掛
け
で
売
り
上

げ
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
面
白
い
と
思
っ

た
。
他
に
も
、
お
酒
の
近
く
に
関
連
す
る
つ
ま
み
な

ど
を
置
く
こ
と
で
商
品
を
買
わ
せ
た
り
、
右
利
き
の

人
が
多
い
の
で
、
買
物
か
ご
や
商
品
を
右
手
で
取
り

や
す
い
よ
う
に
配
置
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
今
ま
で
お
店

の
商
品
の
配
置
に
つ
い
て
何
も
考
え
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
、
と
て
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
、
も
っ
と
経

営
学
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
お

店
に
行
く
こ
と
が
あ
れ
ば
商
品
の
配
置
や
売
り
上
げ

を
伸
ば
す
た
め
の
工
夫
に
視
点
を
向
け
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。

今
日
の
出
前
授
業
で
学
ん
だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

以
外
に
も
ど
ん
な
面
白
い
科
目
が
あ
る
の
か
自
分
で

調
べ
て
み
て
，
さ
ら
に
経
営
学
に
つ
い
て
の
知
識
を

得
て
，
今
後
の
進
路
を
考
え
て
い
き
た
い

』。

六
月
六
日
～
二
十
三
日
ま
で
の
火
・
金
曜
日
計

六
日
間
の
日
程
で
、
生
涯
学
習
県
民
大
学
パ
ソ
コ
ン

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
二
十
代
～
七
十
代
ま
で
幅

広
い
県
民
の
方
々
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か

ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
操
作
を
学

び
、
最
終
目
標
は
ワ
ー
ド
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
と
い
う
講
座
で
し

た
。
そ
し
て
本
校
の
教
諭
五
名
【
松
永
（
数
学
・
情

報

、
川
元
（
数
学

、
脇
田
（
化
学

、
有
村
（
英

）

）

）

語

、
三
浦
（
数
学
・
情
報

】
が
指
導
者
と
な
り
，

）

）

講
座
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

ど
の
受
講
生
も
大
変
熱
心
で
、
ご
自
宅
に
帰
ら
れ

て
か
ら
も
自
分
た
ち
で
復
習
し
、
講
座
の
中
で
積
極

的
に
質
問
す
る
な
ど
、
講
座
は
ど
の
回
も
大
変
充
実

し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
日
は
発
表
会
を
実

施
し
、
お
互
い
の
作
品
の
完
成
度
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。
七
月
か
ら
耐
震
工
事
が
あ
る
関
係
で
，
例
年

よ
り
一
ヶ
月
早
い
開
講
と
な
り
、
県
民
の
方
々
に
も

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
受

講
生
の
皆
さ
ん
は
こ
の
講
座
を
受
講
し
て
良
か
っ
た

と
い
う
感
想
を
も
っ
て
頂
い
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
今
年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
、
来
年
度
も
鹿

屋
高
校
か
ら
役
立
つ
講
座
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

朝
か
ら
生
憎
の
大
雨
で
，
準
備
等
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
は
雨
も
上
が
り
、
無
事

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
十
二
校
か

ら
三
十
二
名
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
、
ま
ず
、

五
限
目
の
全
ク
ラ
ス
公
開
授
業
を
一
年
生
か
ら

三
年
生
の
教
室
ま
で
参
観
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

三
年
生
の
授
業
を
熱
心
に
参
観
さ
れ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
後
の
会
議
で
は
、
学

校
長
挨
拶
の
後
、
本
校
職
員
に
よ
る
説
明
（
教

務
部
・
進
路
指
導
部
・
生
徒
指
導
部
・
一
学
年

部
）
を
行
い
現
状
報
告
を
し
ま
し
た
。

協
議
・
質
疑
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
た
が

や
は
り
入
試
に
関
す
る
質
問

特

、

（

に
推
薦
入
試
）
が
多
く
、
本
校
を
希
望
す
る
生

徒(

中
学
生
）
達
の
進
路
希
望
を
実
現
さ
せ
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
会

議
終
了
後
は
、
各
中
学
校
担
当
者
と
の
面
談
を

行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
具
体
的
に
、
今
年

度
の
入
学
生
の
様
子
や
、
卒
業
生
の
進
路
先
等

送
り
出
し
た
生
徒
達
の
こ
と
を
熱
心
に
質
問
さ

れ
る
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
と

の
面
談
を
希
望
さ
れ
た
中
学
校
の
先
生
方
は
、

生
徒
一
人
一
人
と
高
校
生
活
の
様
子
に
つ
い
て

話
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
夏
休
み
に
行
わ

れ
る
体
験
入
学
に
は
、
す
で
に
五
百
名
を
超
え

る
希
望
者
が
あ
り
、
こ
の
状
況
が
、
連
絡
会
を

通
し
て
よ
り
本
校
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し

て
や
み
ま

せ
ん
。
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鹿屋高等学校

ニ
十
人
の
外
部
講
師
に
よ
る

出

前

授

業

県
民
大
学

中
高
連
絡
会

「受験に生かす心理学」

境先生(志学館大)

県民大学受講風景



六
月
十
九
日
（
月
）
前
期
生
徒
会
役
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
以
下
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

樋

高

雄

将
（
吾
平
中
）

副
会
長

坂

口

祐
一
郎
（
根
占
中
）

書

記

福

里

拓

也
（
田
崎
中
）

会

計

菊

池

駿

志
（
鹿
屋
東
中
）

同

森

田

智

華
（
根
占
中
）

文
化
委
員
長

山
之
内

梨

紗
（
上
小
原
中
）

同
副
委
員
長

池

崎

友
里
加
（
鹿
屋
中
）

厚
生
委
員
長

萩

原

崇

文
（
花
岡
中
）

同
副
委
員
長

小

島

亜

衣
（
鹿
屋
東
中
）

風
紀
委
員
長

田

畑

圭

也
（
内
之
浦
中
）

同
副
委
員
長

保
久
上

祐

任
（
垂
水
中
）

図
書
委
員
長

園

田

朋

絵
（
高
山
中
）

同
副
委
員
長

野

添

健

志
（
鹿
屋
中
）

（

）

保
健
委
員
長

山

内

梨

加

第
一
鹿
屋
中

同
副
委
員
長

田

中

佑

佳
（
垂
水
中
）

交
通
委
員
長

千

歳

翔

太
（
高
山
中
）

同
副
委
員
長

新

原

拓

也
（
国
見
中
）

体
育
委
員
長

落

司

聖

稔
（
大
根
占
中
）

同
副
委
員
長

前

田

大

洋
（
神
川
中
）

現
在
一
年
二
十
四
名
、
二
年
十
八
名
，
三
年
二
十

名
の
合
計
六
十
二
名
で
活
動
中
。
四
月
の
『
入
学
歓

迎
演
奏
』
を
は
じ
め
に
、
今
年
度
の
活
動
が
開
始
し

ま
し
た

『
新
鹿
屋
市
発
足
記
念
式
典

『
バ
ラ
園
フ

。

』

ィ
ナ
ー
レ
・
コ
ン
サ
ー
ト

『
瀬
戸
口
藤
吉
翁
行
進

』

曲
コ
ン
ク
ー
ル

『
鹿
児
島
県
高
等
学
校
音
楽
祭
』

』

と
一
挙
に
た
く
さ
ん
の
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
一
曲

仕
上
げ
る
の
に
長
い
も
の
で
３
ヶ
月
以
上
、
短
い
も

の
で
３
日
は
か
か
る
が
、
勉
強
で
忙
し
い
中
一
音
一

音
丁
寧
に
さ
ら
う
の
は
「
よ
り
よ
い
音
で
、
も
っ
と

感
動
し
て
も
ら
え
る
音
楽
を
」
と
追
及
の
手
を
緩
め

た
く
な
い
現
れ
と
思
っ
て
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
い

で
す
。
但
し
、
も
の
す
ご
い
騒
音
を
が
ま
ん
し
て
も

ら
っ
て
い
る
近
隣
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
一
言
。

顧
問
は
、
森
（
英
語
）
が
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

池
田
（
地
歴
）
が
会
計
・
事
務
処
理
な
ど
、
大
川
内

（
音
楽
）
が
技
術
指
導
・
指
揮
と
３
人
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
よ
く
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
嬉
し
い
こ
と

に
、
今
年
楽
器
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
つ
い
に
六
月
二
十
日
に
届
き
ま
し
た
。
そ
の
楽

、

、

器
は

鏡
の
よ
う
に
周
り
が
映
る
ほ
ど
ぴ
か
ぴ
か
で八

部
員
一
同
た
め
息
交
じ
り
に
感
激
し
き
り
。
今
後

に
鹿
屋
市
文
化
会
館
で
お
こ
な
わ
れ

月
九
日
（
水
）

る
「

な
ど
で
紹
介
し
て

第
二
十
七
回
定
期
演
奏
会
」

行
く
予
定
で
す
。
最
後
に
、
心
よ
り
一
言
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
演
奏
へ
向
け
さ
ら
に
頑
張

り
ま
す
，
応
援
し
て
く
だ
さ
い

」。

（
期
日
：

月

日
～

日
、
場
所
：
沖
縄
県
）

6
15

18
4

13m
71

成
績
男
子

三
段
跳

永
野
亮
太

位

5
1m

85

男
子

走
高
跳

木
下
隼
輔

位

と
も
に
大
阪
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
権
獲
得

第
２
号
の
訂
正
と
お
詫
び
に
つ
い
て

訂
正
①
１
面
３
段
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
監
事

誤

原

眞
澄

→

正

萩
原

眞
澄

○

○

訂
正
②
２
面
２
段
写
真
か
ら
見
た
鹿
屋
高
校

「
今
・
昔
」
第
１
回
正
門
の
変
遷

１
９
４
８

年
（
昭
和
２
８
年
）
頃
の
写
真

の
説
明
文誤

高
等
女
学
校

→

正

旧
制
中
学
校

○

○

関
係
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠

に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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生
徒
新
役
員

吹
奏
楽
部
紹
介

７月の主な行事

～
五
日
（
水
）

期
末
考
査

五
日
（
水
）

防
災
訓
練

六
日
（
木
）

公
開
授
業

八
日
（
土
）
～
九
日
（
日
）

進
研
模
試
（
全
）

（

）

（

）

十
日

月

～
十
一
日

火

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

二
十
日
（
木
）
終
業
式

二
十
一
（
金
）
～
三
十
一
日

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

新しいホルンに感激！

「 」写真からみた鹿屋高校 今・昔

陸
上
部
南
九
州
大
会
出
場


